
 

 

 
 

2016年 8月 3 日 

みずほ情報総研株式会社 

 

訪日外国人の購買行動と帰国後の再購買意向に関する調査結果を発表 
― 訪日外国人の 6割以上が帰国後に再購買、日本での買い物満足度が影響 ― 

 

 みずほ情報総研株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：西澤 順一）は、訪日外国人旅
行者を対象に、「訪日外国人の再購買に関する調査」を行い、このたび調査報告書としてまとめました
のでご案内いたします。 
 
2015 年の訪日外国人旅行者数は、前年比 47.1%増の 1973 万 7千人に達し、旅行消費額は前年比 71.5%

増の 3兆 4771億円、１人当たり旅行支出は 17万 6167円（前年比 16.5%増）と大幅に増加しています（*）。
2016 年も訪日外国人の数は増加傾向にあり、インバウンド市場の拡大は続いています。少子高齢化など
を背景にグローバル市場に活路を求める日本企業にとって、外国人旅行者に向けた自社製品・ブランド
の認知度向上や来店促進、購入単価の向上といったマーケティング施策の検討は、今後ますます重要に
なると考えられます。一方で、インバウンド市場には、一度に大量の商品を購入する「爆買」行動の変
化や、自然災害や伝染病、為替変動などコントロールが難しい外的要因リスクなどの市場停滞リスクへ
の対策として、自社や自社製品のファン（ロイヤルカスタマー）を育てることが効果的と考えられます。 
 
このような背景から、みずほ情報総研では、訪日旅行を通じた外国人顧客向けマーケティング施策の

検討を目的として、外国人旅行者の訪日前、訪日中、訪日後の購買行動・意識に関する調査を実施しま
した。今回の調査から、訪日旅行中に買い物をした人の 8～9 割が日本で買った商品の再購買意向を示
しており、6 割以上が帰国後に再購買していることがわかりました。日本で買った「商品の品質の高さ」
や、「店舗の場所や店舗内の案内のわかりやすさ」に満足した人ほど、再購買の意向が強くなる傾向が
うかがえました。一方「越境 EC の送料の高さ」や「現地での価格や品揃え」が、帰国後の再購買にお
ける課題であることが浮き彫りになりました。主な調査結果は以下のとおりです。 

 

 購買率が最も高かったのは「菓子類」（94.7%）であった。次いで、「その他食料・飲料」（90.3%）、「化粧

品・香水」（85.3%）、「衣類・鞄・靴」（85.2%）の順に購買率が高かった 

 全体として、訪日旅行中に買い物をした店舗や商品に対する満足度が高かった。特に、「商品の品質の高

さ」（4.25）、「商品の価格の安さ」（4.13）、「店員の接客態度」（4.13）に対する満足度が高い 
※上記項目は、「非常に満足した」を 5 点、「全く満足しなかった」を 1 点などに得点換算し、平均点を算出 

 訪日旅行中に買い物をした人の 8～9 割が日本で買った商品の再購買意向を持っており、60%以上の人

が帰国後にその商品を再購買している 

 訪日旅行中の買い物において、「商品の品質の高さ」や「店舗の場所や店舗内の案内のわかりやすさ」に

満足した人ほど、再購買意向が強くなることがわかった。実際に商品を手にして品質の高さを知ったことや、

ストレスなく買い物ができた経験が、再度買いたいという意識を高めていると考えられる 

 帰国後に再購買しない理由として最も当てはまるのは、「越境 EC の送料が高い」であり、海外から商品を

取り寄せる越境 EC は普及しているが、送料の割高感から購入に慎重になっていることが考えられる。次

いで、「居住地近辺の店舗に商品が置いていない」「置いてあっても価格が高い」が購入しない理由として

挙げられており、日本の店舗との商品ラインナップの違いや割高感がハードルとなっていることがうかがえ

る 
 
* 日本政府環境局および観光庁報道発表による 
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■アンケート調査の概要 

・訪日外国人の再購買に関する調査  
Webアンケート調査 インタビュー調査 

調査期間 2016年 3 月 2 日～3 月 8日 2016年 3 月 1 日～3 月 31日 

調査対象 過去 1 年以内に観光目的で東京を訪問し、買
い物をした中国人、タイ人、台湾人観光客 

東京で買い物をした訪日旅行中の中国人、
タイ人、台湾人観光客 

有効回答数 600人 12 人 

主な調査項目 ・訪日中の購買内容・目的 
・訪日中の購買経験に関する満足度 
・訪日前の情報収集行動 
・帰国後の口コミ行動 
・帰国後の再購買意向・再購買行動  など 

・訪日中の購買内容・目的、訪問店舗 
・買い物をした商品や店舗を選択した理由 
・訪日中の購買経験に関する満足度 
・帰国後の再購買意向  など 

 

■調査・分析結果 

購買内容 

• 訪日中に購入した商品は「菓子類」が 94.7%と最も購買率が高かった。次いで、「その他食料・飲料」
（90.3%）、 「化粧品・香水」（85.3%）、 「衣類・鞄・靴」（85.2%）であった。 

1. 菓子類

2. その他食料・飲料品

3. 化粧品・香水

4. 医薬品・サプリメント

5. トイレタリー ／ その他の日用品

6. 生活雑貨・レジャー娯楽用品

7. 衣類・鞄・靴（和服・草履等の日本の伝統品以外）

8. 電気製品（PC、音響機器、炊飯器、温水便座など）

9. マンガ・アニメ・キャラクター関連商品

10. 和服・草履・民芸品・伝統工芸品
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購買満足度 

• 全体として、訪日中に買い物をした店舗や商品に対する満足度が高かった。特に、「商品の品質の
高さ」（4.25）、「商品の価格の安さ」（4.13）、「店員の接客態度」（4.13）に対する満足度が高いこ
とがわかった。 

平均※ 平均※

店舗での免税適用有無 4.04 商品の価格の安さ 4.13

店舗でのクレジットカードや
銀聯カードの利用有無 4.12 商品の割引率 4.03

店舗の品揃えの豊富さ 4.12 商品への免税適用有無 4.06

店舗の場所や店舗内の案
内のわかりやすさ 3.99 商品の品質の高さ 4.25

店舗の雰囲気 4.08 商品の日本らしさ 4.12

店員の接客態度 4.13 商品の希少性 4.06

店員の語学力 3.86 商品に対する友人・ブログ・
SNS・テレビ等の推奨内容 3.89

店舗に対する友人や親族の
推奨内容 3.97

店舗に対するブログやSNS
での話題性や推奨内容 3.91

店舗の割引以外の付加
サービス 3.92 買い物全体に対する総合

的な満足度 4.11
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※「非常に満足した」を 5 点、「やや満足した」を 4 点、「どちらともいえない」を 3 点、「あまり満足しなかった」を 2 点、 

「全く満足しなかった」を 1 点としたときの平均点数 
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訪日後の再購買行動 

• 商品種別によらず、60%以上の人が訪日旅行中に購入した商品を帰国後に再購買していることがわ
かった。 

• 入手チャネルとしては、現地店舗の割合が高い（4～5 割）が、「電気製品」「衣類・鞄・靴」「トイ
レタリー／その他日用品」は、EC による購入割合も高かった。また、その後日本に旅行に行った友
人・親族に買ってきてもらったという人も一定の割合でいることがわかった。 

1. 菓子類

2. その他食料・飲料品

3. 化粧品・香水

4. 医薬品・サプリメント

5. トイレタリー ／ その他の日用品

6. 生活雑貨・レジャー娯楽用品

7. 衣類・鞄・靴（和服・草履等の日本の伝統品以外）

8. 電気製品（PC、音響機器、炊飯器、温水便座など）

9. マンガ・アニメ・キャラクター関連商品

10. 和服・草履・民芸品・伝統工芸品
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■考察 

• 本調査の結果から、多くの訪日外国人が、訪日中に購入した商品に対して「帰国後に再度買いたい」

という感情的なロイヤルティ（*）を持ち、さらに「実際に再度入手した」という行動的なロイヤ

ルティも現れていることがわかった。 

• 帰国後の再購買を促進するためには、「訪日中の買い物満足」や、「訪日前の情報収集行動」といっ

た感情的ロイヤルティに影響を与える要素への対策を講じるとともに、「越境 EC 対策」「現地での

商品価格や品揃え」などの行動的なロイヤルティの障害となる事象を取り除くことが必要である。 

• これらの取り組みは、各種の外的要因リスクや爆買行動の変化への対策となり、自社に対する強い

ロイヤルティを持つ外国人顧客基盤を構築し、中長期的な成長を支える要素の一つとなると考えら

れる。 

 

*ロイヤルティとは、顧客が持つ企業や商品に対する信頼度や愛着度を示す言葉 

 

入手チャネル（複数回答） 


